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加
盟
団
体
を
ゆ
く

《
第
三
十
七
回
》
栃
木
県
仏
教
会

第
四
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

栃
木
大
会
ま
も
な
く
開
催

　

今
回
は
栃
木
県
仏
教
会
を
お
訪
ね
し
、

菅
原
栄
光
会
長
、
塚
田
宗
雄
理
事
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

栃
木
県
仏
教
会
は
本
年
十
一
月
九

日
・
十
日
に
第
四
十
一
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
栃
木
大
会
を
、
栃
木
県
宇
都
宮

市
に
て
開
催
す
べ
く
最
終
調
整
を
進
め

て
お
り
ま
す
。（
関
連
記
事
十
二
頁
）

─
大
会
テ
ー
マ 

「
慈
悲
の
心

�

『
社
会
参
加
仏
教
』」に
つ
い
て
─

　

前
回
の
大
会
で
あ
る
第
四
十
回
の
神

奈
川
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
分
科
会
・
基
調
講
演
で
は
仏
教
界

に
関
す
る
様
々
な
提
言
や
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
法
王
の
記
念
講
演
に
は
沢
山
の
方

が
集
ま
り
、
大
変
意
義
深
く
素
晴
ら
し

い
大
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

栃
木
大
会
も
こ
う
し
た
良
い
流
れ
を

受
け
継
い
だ
大
会
に
し
た
い
、
と
の
思

い
か
ら
数
年
前
よ
り
大
会
に
関
す
る
Ｐ

Ｒ
や
準
備
を
進
め
、
参
加
意
識
を
高
め

る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
七

月
に
は
参
加
要
項
を
各
宗
派
の
宗
務
庁

や
支
所
を
通
じ
て
各
寺
院
に
配
布
し
、

栃
木
県
各
地
区
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
内
の
み
な
ら
ず
、
他

の
都
道
府
県
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
是

非
参
加
し
て
頂
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
機
関
誌
『
全
仏
』
を
ご
覧
に
な
っ

て
頂
い
た
方
々
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
っ
て
頂
い
た
方
の
み
で
な
く

よ
り
多
く
の
方
に
本
大
会
を
知
っ
て
頂

き
、
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
広
報
活
動

を
進
め
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
は
、大
会
テ
ー
マ
を「
慈

悲
の
心
『
社
会
参
加
仏
教
』」
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
の
社
会
は
混
迷

し
閉
塞
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
社

会
に
対
す
る
期
待
に
仏
教
が
応
え
き
れ

ず
、
具
現
化
が
で
き
ず
に
お
り
ま
す
。

　

そ
の
現
状
を
打
破
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る
の
が
社
会
参
加
仏
教
で
あ
り
ま

す
。
大
会
初
日
と
な
る
九
日
に
は
、
有

識
者
か
ら
の
問
題
提
起
を
「
社
会
参
加

仏
教
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
行
っ
て
頂
き
ま
す
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
山
折
哲
雄
氏
（
前
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
名
誉
教
授
）・
ラ

ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
氏（
デ

リ
ー
大
学
教
授
）・
金
子
昭
氏
（
哲
学

博
士
、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
教

授
）
を
お
招
き
し
、
山
口
幸
照
師
（
高

野
山
大
学
准
教
授
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
交
流
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
懇
親
会
で

は
栃
木
県
ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

参
加
者
に
楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

大
会
二
日
目
と
な
る
十
日
に
は
、
瀬

戸
内
寂
聴
氏
に
特
別
講
演
「
忘
己
利
他

〜
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
を
、
船

村
徹
氏
に
記
念
講
演
「
我
が
演
歌
的
人

生
考
」
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
光
山
輪
王
寺
に
伝
承
さ
れ

る
秘
伝
の
舞
で
あ
る
「
延
年
の
舞
」
が

特
別
に
披
露
さ
れ
ま
す
。
こ
の
舞
は
伝

承
に
よ
れ
ば
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
年
）

に
慈
覚
大
師
円
仁
が
唐
か
ら
招
来
し
、

日
光
山
に
来
山
さ
れ
た
折
り
に
伝
え
ら

れ
た
と
さ
れ
る
秘
舞
曲
と
さ
れ
て
お
り

現
代
で
は
特
に
新
任
の
住
職
が
必
ず
修

す
べ
き
法
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
供
養
の
舞
を
参
加
者
の
皆
様
に

ご
披
露
さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
御
本
尊

に
奉
納
し
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
を

祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て

世
界
遺
産
で
あ
る
日
光
輪
王
寺
の
観
光

ツ
ア
ー
も
記
念
講
演
終
了
後
に
行
い
ま

菅原栄光栃木県仏教会会長（右）
塚田宗雄栃木県仏教会理事長（左）
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す
。（
要
事
前
申
込
）

─
大
会
開
催
に
あ
た
り�

�

期
待
し
て
い
る
事
、　　
　
　
　

�

今
後
計
画
し
て
い
る
事
は
？
─

　

本
大
会
が
開
催
さ
れ
る
宇
都
宮
市
は
、

新
宗
教
団
体
が
本
山
を
数
多
く
構
え
て

い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
本
大
会
を

通
じ
て
私
達
伝
統
仏
教
教
団
が
何
を
考

え
て
い
る
か
を
発
信
し
、
心
を
一
つ
に

し
て
仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
貢
献

と
い
う
共
通
目
標
へ
と
進
ん
で
い
く
事

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
の
成
功
で

は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
仏
教
会
で
は
会
報
の

発
行
や
毎
年
研
修
会
の
開
催
、
後
援
等

を
行
い
栃
木
県
内
の
各
地
区
仏
教
会
と

連
携
・
協
働
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
が

全
て
の
寺
院
が
県
仏
教
会
に
参
加
頂
い

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
栃
木

県
に
は
九
〇
〇
ヶ
寺
以
上
の
寺
院
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
住
職
が
い
く
つ
か
の
お

寺
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
実
際
に
住
職
が
居
る
寺
は
七
〇

〇
ヶ
寺
ほ
ど
、
そ
の
う
ち
県
仏
教
会
に

参
加
し
て
い
る
の
は
約
半
数
で
す
。

　

市
町
村
合
併
で
地
区
仏
教
会
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
地
域
は
全
国
で
も
沢
山

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
栃
木
県
も
例
外

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
大
会
の
開
催

が
そ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
起
爆
剤

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
と
い
う
期
待
は

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
大
会

を
常
時
開
催
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
大
会
を
栃

木
県
内
で
毎
年
開
催
し
、
大
会
の
成
果

を
継
続
し
て
未
来
に
生
か
し
て
行
く
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
事
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
そ
う
し
た
計
画
を
考

え
て
い
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

─
現
代
社
会
、
仏
教
界
に
対
す
る

�

思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

経
済
的
事
情
と
は
関
係
な
く
、
葬
儀

を
行
わ
な
い
、
も
し
く
は
直
葬
で
と
い

う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
結
婚
式
に
関
し
て
も
同
様
で
、

一
切
儀
礼
的
な
も
の
を
行
わ
ず
、
人
前

で
の
挨
拶
だ
け
で
済
ま
す
ケ
ー
ス
も

段
々
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

お
寺
で
の
法
要
で
あ
っ
た
り
、
お
墓

参
り
で
あ
っ
た
り
、
結
婚
式
で
あ
っ
た

り
と
い
っ
た
冠
婚
葬
祭
は
家
族
・
親
戚

縁
者
が
揃
い
、
家
族
内
の
繋
が
り
を
強

化
す
る
と
共
に
命
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
る
数
少
な
い
場
所
で
し
た
。
そ
う
し

た
場
が
失
わ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
事

が
、
今
日
の
悲
惨
な
事
件
の
続
発
や
離

婚
率
の
上
昇
と
全
く
無
関
係
で
あ
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。

　

母
親
か
ら
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
子

は
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
親
や
先
祖

に
感
謝
の
念
を
抱
け
な
い
人
が
、
他
人

に
対
し
て
感
謝
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

我
々
宗
教
者
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
心
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

今
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

─
全
日
本
仏
教
会
に
対
す
る

　
　

ご
要
望
や
ご
意
見
を

�

お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

全
日
本
仏
教
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道

府
県
仏
教
会
、
各
種
団
体
の
持
つ
情
報

を
相
互
に
共
有
で
き
る
よ
う
、
情
報
収

集
及
び
提
供
を
行
っ
て
頂
け
る
と
大
変

助
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革
や
寺
院

に
関
す
る
法
律
等
に
関
す
る
エ
キ
ス
パ

ー
ト
の
方
を
講
師
と
し
て
派
遣
頂
け
た

り
、
紹
介
し
て
頂
け
る
と
い
っ
た
事
が

も
し
可
能
な
ら
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
。

※�　

第
四
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

栃
木
大
会
に
関
す
る
詳
細
、
お
問
い

合
わ
せ
先
等
に
関
し
て
は
十
二
頁
お

よ
び
全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
で
す
。

　

http://w
w
w
.jbf.ne.jp

日光山輪王寺に伝承される「延年の舞」
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
三
周
年

〜「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」〜

　

八
月
四
日
に
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
が
滋
賀
県
大
津
市
の
比
叡
山
延
暦

寺
で
開
催
さ
れ
、
約
千
人
が
参
集
。
本

会
よ
り
戸
松
義
晴
事
務
総
長
が
参
列
し

た
。

　

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
宗
教
・

宗
派
を
超
え
て
宗
教
者
が
集
い
、
平
和

の
祈
り
を
捧
げ
る
行
事
で
あ
り
、「
天

台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」
も
同
時
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

般
若
心
経
等
に
よ
る
法
楽
の
後
、
半

田
孝
淳
天
台
座
主
に
よ
り
平
和
祈
願
文

が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
文
中
で
は
昨
年

よ
り
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
日
本
委
員
会
）
を
は
じ
め
宗
教
的
信

条
に
基
づ
く
組
織
が
全
世
界
で
展
開
し

て
い
る
核
兵
器
廃
絶
及
び
軍
事
費
の
十

％
削
減
へ
の
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｓ　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
！
」
が
紹
介
さ
れ

「
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
宗
教
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
実
践

的
活
動
の
一
つ
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ

ス
ラ
ム
教
、
神
道
、
新
宗
教
な
ど
各
団

体
か
ら
の
代
表
が
壇
上
へ
登
り
、「
平
和

の
鐘
」
の
音
が
響
く
中
、
参
加
者
全
員

起
立
に
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
仏
教

界
代
表

と
し
て

は
阿
部

龍
文
真

言
宗
智

山
派
管

長
が
登

壇
し
た
。

　

そ
の

後
、
長

崎
カ
ト

リ
ッ
ク
大
司
教
区
大
司
教
高
見
三
明
師

が
「
平
和
を
語
る
」
と
題
し
挨
拶
。

　

海
外
か
ら
は
ロ
ー
マ
法
王
庁
の
デ
・

カ
ス
テ
ッ
ロ
大
司
教
が
挨
拶
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ

（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
パ
ン
・
ワ
ナ
メ

ッ
テ
ィ
ー
会
長
の
祝
辞
を
パ
ロ
ッ
プ
・

タ
イ
ア
リ
ー
事
務
総
長
が
代
読
し
た
。

　

青
少
年
会
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
へ
の
寄
付

金
を
寄
託
し
「
平
和
の
合
い
言
葉
」
唱

和
の
後
に
閉
会
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場

の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
戸
松
義
晴
事

務
総
長
が
「
世
界
平
和
の
祈
り
の
集
い

は
、
全
日
本
仏
教
会
設
立
の
際
の
理
念

を
具
現
化
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
今

年
ま
で
そ
れ
が
欠
か
さ
ず
続
い
て
い
る

の
は
非
常
に
意
義
あ
る
こ
と
」
と
祝
辞

を
述
べ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
閉

会
と
な
っ
た
。

壇上で祈りを捧げる宗教者代表

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
追
善
供
養

並
世
界
立
正
平
和
祈
願
法
要

　

日
蓮
宗
主
催
「
第
五
十
二
回
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
追
善
供
養
並
世
界
立
正
平
和

祈
願
法
要
」
が
八
月
十
五
日
午
前
九
時

か
ら
行
わ
れ
た
。
当
日
の
天
候
は
、
炎

天
酷
暑
の
真
夏
日
と
な
り
、
用
意
さ
れ

た
テ
ン
ト
の
中
は
参
列
者
の
体
温
と
相

ま
っ
て
当
に
戦
地
や
空
襲
で
亡
く
な
っ

た
方
々
の
平
和
を
希
求
す
る
熱
い
思
い

を
表
す
よ
う
な
陽
気
と
な
っ
た
。

　

法
要
の
導
師
は
、
渡
邊
照
敏
宗
務
総

長
、
副
導
師
に
東
京
四
管
区
の
宗
務
所

長
と
僧
侶
た
ち
が
式
衆
と
な
り
、
進
め

ら
れ
た
。
渡
邊
宗
務
総
長
は
、「
諸
霊

に
報
い
る
道
は
係
る
無
念
を
晴
ら
す
に

非
ず
、
萬
霊
が
命
を
賭
し
て
祈
り
求
め

し
身
心
安
穏
な
る
平
和
世
界
を
此
の
地

上
に
築
き
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
覚
知

せ
り
」
と
表
白
し
た
。

　

式
中
、
日
蓮
宗
寺
院
の
檀
信
徒
で
あ

る
谷
垣
禎
一
自
由
民
主
党
総
裁
、
逢
沢

一
郎
衆
議
院
議
員
、
佐
藤
ゆ
か
り
参
議

院
議
員
、
法
華
一
乗
会
の
武
見
敬
三
氏

や
全
日
本
仏
教
会
の
奈
良
慈
徹
総
務
部

長
ら
が
呼
名
焼
香
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
参
列
の
檀
信
徒
や
武
道
館

で
開
催
さ
れ
る
政
府
主
催
の
「
全
国
戦

没
者
追
悼
式
」
へ
出
席
す
る
各
地
の
遺

族
会
の
方
々
な
ど
四
〇
〇
名
以
上
が
焼

香
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
蓮
宗
伝
道
局
長
の
駒
野

教
源
師
、（
財
）千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

奉
仕
会
の
馬
野
毅
彦
理
事
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。
馬
野
理
事
長
は
、
新
た
に
納

め
ら
れ
た
御
遺
骨
を
含
め
、
約
三
十
六

万
柱
が
眠
る
墓
苑
を
守
り
継
い
で
い
く

こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
と
語
っ
た
。

　

午
前
十
時
法
要
が
終
了
後
、
小
憩
。

青
年
僧
侶
ら
が「
世
界
立
正
平
和
祈
願
」

を
旗
印
に
池
上
・
本
門
寺
と
谷
中
の
寺

町
方
面
等
に
分
か
れ
て
、
玄
題
旗
を
先

頭
に
団
扇
太
鼓
を
持
ち
、
唱
題
行
脚
を

行
っ
た
。

焼香を行う参列の檀信徒及び遺族会の方々
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大
阪
市
鶴
見
区
の
念
法
眞
教
総
本
山

金
剛
寺
に
お
い
て
八
月
二
日
、
立
教
八

十
五
周
年
を
記
念
し
報
恩
大
法
要
や
記

念
式
典
が
執
り
行
な
わ
れ
、
有
縁
の
宗

教
界
、
経
済
界
、
信
徒
約
千
六
百
人
が

参
集
し
た
。
本
会
か
ら
は
有
田
惠
宗
理

事
長
、
戸
松
義
晴
事
務
総
長
が
出
席
。

　

念
法
眞
教
は
立
教
八
十
五
年
祭
と
し

て
本
年
四
月
一
日
の
開
白
法
要
か
ら
来

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
本
山
行
事
、
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
、
全
国
支
院
大
会
、
記
念

パ
ネ
ル
展
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
本

山
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

大
法
要
は
午
前
十
時
よ
り
祈
願
本
堂

で
始
ま
り
稲
山
霊
芳
三
代
燈
主
が
導
師

を
勤
め
、
桶
屋
良
祐
教
務
総
長
と
長
谷

川
霊
信
長
老
が
出
仕
し
、
信
徒
と
共
に

阿
弥
陀
経
や
念
法
真
言
、
念
法
開
祖
ご

法
号
な
ど
を
唱
え
た
。

　

法
要
後
、
稲
山
燈
主
は
「
八
十
五
周

年
を
迎
え
た
こ
と
に
報
恩
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
住
み
よ

い
世
の
中
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
」
と

挨
拶
。

　

そ
の
後
、
有
田
惠
宗
理
事
長
、
半
田

孝
淳
天
台
座
主
の
代
理
と
し
て
森
川
宏

映
探
題
、
田
中
恆
清
神
社
本
庁
総
長
、

出
口
紅
大
本
教
主
ら
が
祝
辞
を
述
べ
て

八
十
五
年
の
歩
み
を
た
た
え
た
。

　

午
後
か
ら
は
会
場
を
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
に
移
し
祝
賀
会
が
開
催
。
松
長
有

慶
高
野
山
真
言
宗
管
長
、
増
田
貞
圓
大

阪
府
仏
教
会
会
長
他
多
数
の
来
賓
が
祝

辞
を
述
べ
、
今
後
の
発
展
を
祈
念
し
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
閉
会
と
な

っ
た
。

念
法
眞
教
立
教
八
十
五
周
年
報
恩
大
法
要

全
国
仏
教
保
育
福
岡
大
会
開
催

祝辞を述べる有田惠宗理事長

開講式の様子

　

本
会
の
加
盟
団
体
で
あ
る
社
団
法
人

日
本
仏
教
保
育
協
会
主
催
の
第
三
十
一

回
全
国
仏
教
保
育
福
岡
大
会
が
七
月
二

十
九
、
三
十
の
両
日
、
福
岡
市
中
央
区

の
筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
等
学
校
で
開

催
さ
れ
、
本
会
よ
り
東
田
樹
治
総
務
部

次
長
が
出
席
し
た
。

　

同
協
会
で
は
全
国
大
会
を
隔
年
で
開

催
し
て
お
り
、
今
回
は
第
一
回
大
会
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
六
十
年
目
に
し
て
初

の
九
州
大
会
と
い
う
記
念
す
べ
き
大
会

と
な
っ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
い
っ
し

ょ
に
大
き
く
な
り
ま
っ
し
ょ
‼
─
か
け

が
え
の
な
い　

い
の
ち
を
大
切
に
─
」

　

当
日
は
全
国
の
加
盟
園
・
養
成
校
な

ど
か
ら
教
職
員
を
中
心
に
約
八
百
人
が

参
加
、
寺
院
関
係
者
も
多
数
見
受
け
ら

れ
た
。

　

二
十
九
日
の
開
会
式
で
は
上
村
映
雄

日
本
仏
教
保
育
協
会
理
事
長
が
「
仏
教

保
育
の
『
い
か
せ
い
の
ち　

生
命
尊
重

の
保
育
実
践
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
時
代

が
変
化
し
て
も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は

な
い
」
と
挨
拶
。
他
、
麻
生
渡
福
岡
県

知
事
、
吉
田
宏
福
岡
市
長
、
鳩
山
邦
夫

仏
教
保
育
振
興
国
会
議
員
懇
話
会
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

記
念
講
演
は
福
岡
県
出
身
の
作
家
・

五
木
寛
之
氏
が
「
い
ま
を
生
き
る
」
と

題
し
て
講
演
。「
プ
ラ
ス
思
考
一
辺
倒

の
生
き
方
」
に
反
省
を
促
し
、「
鬱
」

状
態
に
積
極
的
な
価
値
を
見
い
だ
す
必

要
性
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
劇
団
「
風
の
子
九
州
」
の
記

念
公
演
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
「
月
の

う
さ
ぎ
」
を
題
材
に
し
た
人
形
劇
が
披

露
さ
れ
た
。

　

三
十
日
は
分
科
会
と
し
て
仏
教
保
育

や
食
育
、
施
設
の
危
機
管
理
、
メ
デ
ィ

ア
と
の
関
係
等
十
三
の
テ
ー
マ
の
研
修

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
。

　

次
回
大
会
は
平
成
二
十
四
年
八
月
に

栃
木
県
に
て
開
催
予
定
。
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人
間
の
素
晴
ら
し
さ
を

　
　
　皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

（
対
談
）
仏
像
ガ
ー
ル
R×
戸
松 

義
晴

　中学生で父の死を経
験した仏像ガール®。
死をきっかけに自身の
いのちを見つめ、現在
は仏像を通して人間の
素晴らしさを伝える仕
事をされています。仏
像や人間に対しての思
いをお話いただきまし
た。（今月号より表紙
写真を提供して頂きま
す）。

父
親
の
死
を
通
し
て

戸
松
義
晴
（
以
下
：
戸
松
）

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
全
日
本
仏
教
会

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

仏
像
ガ
ー
ル
R（
以
下
：
仏
像
ガ
ー
ル
）

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
松

　こ
の
度
は
、
全
日
本
仏
教
会
機

関
誌
『
全
仏
』
の
表
紙
に
写
真
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
お
話

を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仏
像
ガ
ー
ル

　宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戸
松

　私
が
最
初
に
感
じ
ま
し
た
の
は

上
智
大
学
で
学
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
学
は
キ
リ
ス
ト

教
で
す
ね
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
で
す
ね
。

戸
松

　な
ぜ
仏
像
に
興
味
を
持
た
れ
た

の
か
を
、
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
。

仏
像
ガ
ー
ル

　大
き
な
き
っ
か
け
は
、

戸松　義晴
1953年東京都出身。ハーバード大学神学校にお
いて、神学修士取得。現在、浄土宗心光院住職、
全日本仏教会事務総長他。著書に「Never Die 
Alone」「仏教ターミナルケア─エイズホスピス
寺院から学ぶもの─」等。

仏像ガール®
1979年神奈川県出身。上智大学比較文化学部卒業。
現在、仏像ナビゲータ、奈良国立博物館文化大
使（本名ではなく、仏像ガール®として活動）。
著書に「感じる・調べる・もっと近づく仏像の
本（山と渓谷社）」等。

中
学
三
年
生
で
、

大
好
き
だ
っ
た
父

を
亡
く
し
た
こ
と

で
し
た
。
私
が
小

学
六
年
生
の
と
き
、

父
は
余
命
三
ヶ
月

と
宣
告
さ
れ
ま
し

た
。
人
の
死
を
経

験
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
私
は
、
誰

か
が
死
ぬ
こ
と
が

悲
し
い
こ
と
な
の

か
、
つ
ら
い
こ
と

な
の
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
そ
れ
か
ら

三
年
後
に
他
界
し

ま
し
た
。
生
前
使

っ
て
い
た
ベ
ッ
ド

に
横
た
わ
っ
た
父

の
身
体
に
触
れ
た

と
き
、
と
て
も
冷

た
く
、
硬
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
人
の
死
を

初
め
て
体
験
し
ま

し
た
。

戸
松

　な
る
ほ
ど
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
れ
ま
で
、
い
の
ち
と

い
う
も
の
を
す
ご
く
簡
単
に
思
っ
て
い

た
ん
で
す
。
簡
単
に
「
死
ん
じ
ゃ
い
た

い
！
」
っ
て
思
っ
た
り
。

　

で
も
、
大
好
き
だ
っ
た
父
の
死
を
目

の
前
に
し
た
ら
「
死
ん
だ
ら
ど
こ
に
く

ん
だ
ろ
う
」「
い
の
ち
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
」
と
い
う
思
い
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
死
ぬ
こ
と
が
怖
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
怖
さ
か
ら
ど
う

に
か
逃
れ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、
お
寺

に
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

戸
松

　そ
れ
は
ご
葬
儀
の
お
寺
さ
ん
に
。

仏
像
ガ
ー
ル

　い
え
、
自
宅
近
く
の
鎌

倉
の
お
寺
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
様
々

な
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

お
寺
を
ま
わ
り
は
じ
め
た
ん
で
す
。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
お
話
な
ど
を
読
ん

で
、
世
界
に
は
死
ぬ
こ
と
を
怖
が
ら
な

い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

死
を
怖
い
と
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て

こ
ん
な
に
も
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

宗
教
の
ち
か
ら
を
感
じ
た
の
で
す
。
日

本
は
無
宗
教
だ
と
勝
手
に
思
い
こ
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
仏
教
が
あ
る
と
気
づ

き
、
お
寺
を
巡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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知
識
が
全
く
な
く
て
も
、
お
寺
に
足
を

運
び
始
め
る
と
、
ほ
っ
と
す
る
感
覚
に

な
り
ま
す
ね
。

戸
松

　お
寺
の
境
内
に
入
る
と
そ
う
い

う
感
覚
に
な
り
ま
す
ね
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
な
ん
で
す
。
自
分

の
思
い
が
、
ふ
わ
っ
と
解
か
れ
る
よ
う

な
感
覚
と
い
う
か
。

戸
松

　な
る
ほ
ど
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
し
て
高
校
生
の
と
き

京
都
の
三
十
三
間
堂
に
訪
れ
ま
し
た
。

お
堂
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
観
音

様
が
並
ん
で
い
る
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
、
涙
が
溢
れ
て
止
ま
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。
仏

像
や
仏
教
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
の

に
。
人
間
っ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
ん
で

す
ね
。

戸
松

　人
間
っ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
仏
像
で
は
な
く
て
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
な
ん
で
す
。
自
分

と
同
じ
日
本
人
に
よ
っ
て
、
観
音
様
が

千
体
も
並
ぶ
光
景
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ

れ
を
守
っ
て
き
た
人
、
拝
ん
で
き
た
人

が
い
て
、
今
私
が
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
べ
て
が
奇
跡
の
よ
う
に
思
え

て
、
本
当
に
感
動
し
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
人
間
ひ
と
り
の
ち
か
ら

は
と
て
も
ち
っ
ぽ
け
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
。
そ
れ
が

初
め
て
仏
像
と
出
遇
っ
た
体
験
で
し
た
。

仏
像
は
生
き
て
い
る

戸
松

　お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
お
父

様
の
死
を
通
し
て
、
仏
像
と
出
遇
い
、

人
間
の
ち
か
ら
に
感
動
さ
れ
た
の
で
す

ね
。
そ
う
い
う
中
で
、
写
真
を
撮
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
仏
像
を
写
真
で
表
現
す

る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

思
っ
て
い
ま
す
か
。

仏
像
ガ
ー
ル

　写
真
は
一
つ
の
方
法
な

ん
で
す
。
お
話
を
す
る
よ
う
に
、
仏
様

に
対
し
て
私
の
抱
く
思
い
が
、
そ
の
ま

ま
表
現
さ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
仏
像
の
魅
力
と
い
う
の

は
人
間
の
ち
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

戸
松

　先
程
出
て
き
た
「
人
間
っ
て
す

ご
い
」
と
い
う
感
動
で
す
ね
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
で
す
。
仏
像
と
い

う
の
は
、
対
面
し
た
と
き
に
、
感
動
し

た
り
、
鳥
肌
が
た
っ
た
り
、
圧
倒
さ
れ

る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
元
々
は

人
間
が
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
人

間
が
大
切
に
守
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
今

存
在
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
人
間
が
い

た
か
ら
こ
そ
今
遇
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
ど
ん
な
仏
像
に
も
共
通
す
る
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
守
っ
て
き
た

人
の
思
い
、
人
間
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
仏
像
は
た
だ
の
彫

刻
で
は
な
く
、
魂
が
入
っ
て
生
き
て
い

る
と
思
う
し
。

戸
松

　仏
像
は
生
き
て
い
る
と
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
で
す
。
や
っ
ぱ
り

仏
像
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
堂
の
中
の
仏
様
や
、
道
ば

た
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
地
蔵
様
に
カ
メ

ラ
を
向
け
た
と
き
、
お
守
り
し
て
き
た

人
々
の
思
い
も
伝
え
て
い

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

お
供
え
の
お
花
だ
っ
た
り

地
域
の
人
た
ち
が
濡
れ
な

い
よ
う
に
つ
く
っ
た
屋
根

だ
っ
た
り
。
あ
る
が
ま
ま

の
空
気
を
伝
え
た
い
で
す

ね
。

戸
松

　仏
像
に
込
め
ら
れ

た
、
仏
像
を
つ
く
っ
て
き

た
人
間
の
素
晴
ら
し
さ
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
。

仏
像
ガ
ー
ル

　そ
う
で
す

ね
。
仏
像
っ
て
素
晴
ら
し

い
っ
て
思
う
の
と
同
時
に

そ
の
仏
像
を
大
切
に
し
て

き
た
私
た
ち
人
間
だ
っ
て
素
晴
ら
し
い

よ
、
優
し
い
よ
っ
て
心
か
ら
思
い
ま
す
。

（
紙
面
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
続
き
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
）http://w

w
w
.jbf.co.jp/
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マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
現
場
か
ら

�
一
般
財
団
法
人

　国
際
開
発
セ
ン
タ
ー

　主
任
研
究
員

　鳥
海

　直
子

︽
途
上
国
の
人
に
と
っ
て
金
融
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
る
の
か
？
︾

　

そ
も
そ
も
お
金
の
な
い
人
々
に
と
り
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
と
は
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
途

上
国
の
人
々
は
様
々
な
方
法
で
生
計
を

立
て
て
い
ま
す
。
農
牧
林
水
産
業
な
ど

第
一
次
産
業
を
主
た
る
生
活
の
糧
と
す

る
人
々
が
多
い
ア
フ
リ
カ
で
は
、
そ
れ

だ
け
で
家
族
全
員
が
一
年
間
、
一
日
三

食
食
べ
る
こ
と
は
難
し
い
家
庭
も
多
い

で
す
。
人
々
は
年
間
を
通
し
て
食
物
を

確
保
す
る
べ
く
様
々
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
が
、
収
穫
期
か
ら
次
の
播
種
（
種

ま
き
）
の
時
期
ま
で
は
食
べ
ら
れ
る
も

の
の
、
播
種
か
ら
次
の
収
穫
期
ま
で
の

間
に
は
貯
蔵
し
て
お
い
た
農
作
物
が
だ

ん
だ
ん
と
底
を
つ
き
、
特
に
収
穫
直
前

の
や
り
く
り
が
と
て
も
苦
し
く
な
る
こ

と
も
多
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
人
々
は
で
き
る
と
き
に
は

少
し
で
も
貯
蓄
し
ま
す
。
近
隣
に
お
金

を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
機
関
が
な
け

れ
ば
、
農
産
物
、
ラ
ク
ダ
、
牛
、
ヤ
ギ
、

羊
、
鶏
な
ど
の
家
畜
、
貴
金
属
、
あ
る

い
は
缶
の
中
に
た
め
る
な
ど
の
形
で
貯

蓄
し
ま
す
。
し
か
し
、
穀
物
を
貯
蔵
し

て
も
時
間
と
と
も
に
品
質
も
劣
化
し
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
家
畜
の
場
合
、
旱
魃
な
ど
で

死
ぬ
と
再
度
購
入
し
て
大
き
く
す
る
に

は
三
〜
四
年
か
か
り
、
ま
た
盗
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
貴
金
属
や
自
宅
で

の
現
金
の
保
管
も
同
様
で
す
。
そ
れ
故

現
金
の
形
で
預
け
る
こ
と
で
必
要
な
時

に
必
要
な
だ
け
お
金
を
引
き
出
し
て
食

べ
物
を
購
入
し
た
り
、
子
供
の
学
校
の

費
用
や
薬
代
、
交
通
費
な
ど
に
あ
て
た

り
不
測
の
事
態
に
備
え
た
い
と
い
う
要

望
は
強
い
の
で
す
。

　

ま
た
雨
が
少
な
く
自
然
条
件
が
厳
し

い
国
々
で
は
、
第
一
次
産
業
だ
け
で
生

活
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
都
市
や
他
国

で
働
く
家
族
、
あ
る
い
は
農
閑
期
に
都

市
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
家
族
か
ら
の
送

金
で
生
活
資
金
を
補
っ
て
い
る
場
合
も

多
い
で
す
。
し
か
し
銀
行
や
郵
便
局
な

ど
の
窓
口
で
お
金
を
受
け
取
れ
る
人
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
途

上
国
で
送
金
を
扱
う
金
融
機
関
は
限
ら

れ
て
い
る
上
、
居
住
地
の
近
隣
に
た
く

さ
ん
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

あ
っ
た
と
し
て
も
字
が
読
め
な
い
、
あ

る
い
は
計
算
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

人
々
に
と
っ
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
に

行
く
こ
と
は
心
理
的
に
も
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
の
職
員
が
窓

口
で
顧
客
に
対
し
て
横
柄
・
傲
慢
な
態

度
を
と
る
事
例
も
聞
か
れ
ま
す
。
国
際

バ
ス
の
運
転
手
に
頼
み
、
バ
ス
停
で
待

つ
家
族
に
仕
送
り
を
渡
し
て
い
る
話
も

聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
人
々
が
便
利
で
安
全
な
送
金
サ

ー
ビ
ス
を
使
え
る
こ
と
は
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。

　

貯
蓄
や
送
金
に
加
え
て
、
生
計
を
立

て
る
た
め
の
お
金
も
勿
論
必
要
で
す
。

農
業
だ
と
種
子
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
を

必
要
な
時
期
に
必
要
な
だ
け
購
入
す
る

た
め
の
お
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
小
さ
な
お
店
を
開
い
た
り
石
け
ん
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
作
っ
た
り
す
る
小
規

模
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
際
に
も
最
初
の
元

手
と
な
る
お
金
は
必
要
で
す
。

︽
貧
し
い
か
ら
こ
そ
い
ろ
い
ろ
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
︾

　

貧
し
い
人
々
は
様
々
な
手
段
で
お
金

を
貯
め
、
お
金
が
必
要
な
時
に
は
貯
蓄

を
使
っ
た
り
、
親
戚
、
友
人
、
知
人
、

隣
人
等
か
ら
短
期
間
、
無
利
子
で
借
り

た
り
、
高
利
で
は
あ
る
が
必
要
な
資
金

を
す
ぐ
に
貸
し
て
く
れ
る
貸
金
業
者
か

ら
借
り
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
機
関
等
か
ら
借
り
た
り
、
多
様
な
手

段
を
使
い
分
け
て
や
り
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
貧
困
家
庭
で
あ
る
ほ
ど
少
額
の

お
金
を
出
し
入
れ
す
る
機
会
が
多
く
、

生
計
を
維
持
す
る
上
で
そ
の
管
理
が
と

て
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貧
し
い

か
ら
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
不
要
な
の
で
は

な
く
、
貧
し
い
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
を
駆
使
し
て
日
々
の
や
り
く
り

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︽
ア
フ
リ
カ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
職
員
の
活
動
︾

　

貯
蓄
、
貸
付
、
送
金
等
多
様
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
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ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
人
々
が
よ
り
よ

い
生
活
を
営
む
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
半
面
お
金
と
時
間
と
人
手
を
か
け

て
顧
客
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適
切
に
行

わ
な
い
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
事
業
と
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
特

に
人
口
密
度
が
低
く
、
広
大
な
土
地
の

あ
ち
こ
ち
に
集
落
が
点
在
す
る
ア
フ
リ

カ
諸
国
で
は
、
職
員
が
定
期
的
に
顧
客

を
訪
問
す
る
こ
と
は
大
変
ハ
ー
ド
で
す
。

あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
者

は
で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
顧

客
グ
ル
ー
プ
を
回
る
た
め
、
職
員
は
バ

ス
な
ど
の
公
共
輸
送
手
段
を
使
っ
て
事

務
所
か
ら
村
の
近
く
ま
で
幹
線
道
路
を

移
動
し
（
時
に
は
百
㎞
前
後
移
動
）、

そ
こ
か
ら
バ
イ
ク
や
自
転
車
を
借
り
て

幹
線
道
路
か
ら
離
れ
た
奥
地
の
グ
ル
ー

プ
の
あ
る
村
ま
で
行
き
ま
す
。
何
の
輸

送
手
段
も
な
け
れ
ば
炎
天
下
を
歩
き
ま

す
が
、
十
㎞
程
度
は
徒
歩
圏
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
顧
客
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
朝
一
番
の
時
は
、
前
夜
か
ら

そ
の
村
の
電
気
も
水
道
も
な
い
メ
ン
バ

ー
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
事
は
若
く
て
体
力
の
あ

る
ス
タ
ッ
フ
で
な
い
と
務
ま
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
顧
客

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

も
と
て
も
重
要
で
す
。
特
に
農
村

部
に
は
字
が
読
め
な
い
顧
客
も
多

く
、
元
本
と
金
利
を
定
期
的
に
返

済
す
る
こ
と
、
貸
付
条
件
、
返
済

方
法
、
メ
ン
バ
ー
相
互
に
よ
る
保

証
な
ど
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

こ
と
に
つ
い
て
根
気
強
く
、
忍
耐

強
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
説
明
し
て
も
、
次
回
村

に
行
っ
た
と
き
に
は
す
っ
か
り
忘

れ
ら
れ
、
最
初
か
ら
説
明
す
る
こ

と
も
よ
く
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た

家
庭
問
題
の
相
談
や
、
村
の
人
の

お
葬
式
や
結
婚
式
へ
の
参
加
も
あ

り
、
事
務
所
で
ネ
ク
タ
イ
を
締
め

て
お
客
を
待
っ
て
い
れ
ば
よ
い
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
な
業
務
の

た
め
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
と
の
志
を
持
っ
て
働
き
始
め

て
も
途
中
で
や
め
て
い
く
人
も
何

人
も
い
る
そ
う
で
す
。

︽
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
今
後
︾

　

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
需
要

は
高
い
半
面
、
労
働
集
約
的
な
産
業
で

あ
り
、
必
要
な
手
間
ひ
ま
を
考
え
る
と

そ
う
簡
単
に
顧
客
数
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
事
業
者
は
、「
最
初
は
時
間
も

手
間
も
か
か
り
難
し
い
。
し
か
し
、
一

端
事
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
時
間
を
か

け
て
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
顧
客
数
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に

返済金の集金（ガーナ）

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
の
モ
ハ
メ
ド
・
ユ
ヌ
ス
博
士
が

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
こ
と
は
人

権
の
一
つ
」
と
明
言
し
た
よ
う
に
、
生

計
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
金
融
サ

ー
ビ
ス
を
使
え
る
人
の
数
が
少
し
ず
つ

で
も
増
え
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

�（
鳥
海
氏
の
コ
ラ
ム
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
現
場
か
ら
」
は
、
大
和
証

券
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.daiw

a.jp/
�

m
icrofinance/index.htm

l

） 農村のグループミーティングで返済金の回収（ガーナ）
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※2010Summer版をお届けいたします。

『
ア
メ
リ
カ
仏
教
─
仏
教
も

変
わ
る
、
ア
メ
リ
カ
も
変
わ
る
』

武
蔵
野
大
学
教
授 

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
著

　

世
界
の
仏
教
徒
は
約
五
億
人
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
ア
ジ
ア
に
存

在
す
る
が
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
と
す
る
欧
米
諸
国
に
お
い
て
も
仏
教

人
口
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
徒
は
約
三
百

万
人
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か

ら
十
五
倍
も
上
昇
し
、
合
衆
国
の
全
人

口
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

　

そ
し
て
、
仏
教
の
各
宗
派
が
世
界
で

最
も
多
く
集
ま
っ
て
い
る
都
市
が
、
ア

メ
リ
カ
の
第
二
の
都
市
と
言
わ
れ
る
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
な
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
ア

ジ
ア
か
ら
伝
わ
っ
た
八
十
を
超
え
る
宗

派
が
共
存
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
仏
教

の
こ
の
目
覚
し
い
発
展
を
、
そ
の
現
状
、

特
徴
、
歴
史
的
発
展
、
及
び
原
因
と
い

う
視
点
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
、

日
本
で
初
の
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
総
合
概

説
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
学
出
版
の

書
籍
で
あ
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
仏
教

を
象
徴
す
る
魅
力
的
な
様
々
な
写
真
が
、

こ
の
一
冊
の
中
で
堪
能
で
き
、
ま
た
、

僧
侶
と
学
者
の
顔
を
持
つ
、
著
者
の
ア

メ
リ
カ
仏
教
の
当
事
者
と
し
て
の
体
験

談
も
豊
富
に
含
ま
れ
、
読
者
に
は
新
鮮

で
且
つ
親
し
み
や
す
い
本
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
伸
び
は
、
仏

教
伝
播
史
の
視
点
か
ら
も
、
い
く
つ
か

の
画
期
的
な
変
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

例
を
一
つ
あ
げ
る
と
、
長
い
歴
史
の
間
、

仏
教
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
西

洋
の
壁
」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
は

西
で
は
な
く
常
に
東
へ
と
進
み
、
こ
の

結
果
東
洋
の
代
表
的
な
宗
教
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
発

展
に
よ
り
、
仏
教
が
つ
い
に
「
西
洋
の

壁
」
を
乗
り
越
え
、
近
代
的
宗
教
と
し

て
西
洋
へ
の
本
格
的
な
進
出
を
実
現
化

し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
』
は
、
こ
の

よ
う
な
現
代
的
要
素
を
含
む
ア
メ
リ
カ

仏
教
全
般
を
述
べ
て
お
り
、
日
本
仏
教

を
新
し
い
視
点
か
ら
考
え
、
改
善
、
改

革
を
目
指
す
人
に
は
貴
重
な
参
考
書
と

な
る
で
あ
ろ
う
（
著
者
に
よ
る
紹
介
）。

定
価 

二
、
一
〇
〇
円（
税
込
）
三
三
八
頁

武
蔵
野
大
学
出
版
会

電
話

　〇
四
二
─
四
六
八
─
三
〇
〇
三
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事
務
総
局
録
事

　七
月
（
一
日
〜
三
十
一
日
）

一
日
▼�

東
京
お
盆
ま
つ
り
出
席
（
銀
座

ブ
ロ
ッ
サ
ム
中
央
）

　
　

▼
局
内
会
議

二
日
▼�

第
二
回
総
務
財
政
審
議
会

　
　

▼�

長
崎
県
仏
教
連
合
会
へ
本
会
事

業
説
明（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
）

五
日
▼�

栃
木
県
仏
教
会
取
材
（
宇
都
宮

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

▼
新
事
務
総
局
員
面
接

六
日
▼�

日
本
宗
教
連
盟
第
二
回
理
事
会

出
席

　
　

▼�

三
井
記
念
美
術
館
主
催
「
奈
良

の
古
寺
と
仏
像
」
内
覧
会
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
出
席
（
三
井
記
念

美
術
館
）

　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

　
　

▼
Ｐ
Ｃ
Ａ
来
局

八
日
▼�

全
国
宗
教
用
具
協
同
組
合
来
局

　
　

▼
ビ
ー
エ
ス
観
光
来
局

　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　
　

▼
厚
生
労
働
省
遠
藤
氏
来
局

九
日
▼
局
内
会
議

　
　

▼
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
来
局

十
二
日
▼
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ツ
ア
ー
来
局

　
　
　

▼
奈
良
康
明
師
を
訪
問

　
　
　

▼
Ｊ
Ｔ
Ｂ
来
局

　
　
　

▼�

真
宗
大
谷
派
東
京
教
区
東
京

宗
務
出
張
所
田
代
賢
治
所

長
・
大
谷
俊
浩
次
長
来
局

十
六
日
▼�

滋
賀
県
仏
教
会
へ
本
会
事
業

説
明
（
西
教
寺
）

　
　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
来
局

二
十
日
▼�
エ
ジ
プ
ト
大
使
館
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席

　
　
　

▼
日
本
Ｓ
Ｃ
来
局

二
十
二
日
▼
仏
像
ガ
ー
ル
R来
局

二
十
三
日
▼�

参
議
院
議
員
佐
藤
ゆ
か
り

氏
来
局

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
六
日
▼�

公
益
法
人
に
関
す
る
相
談

（
虎
ノ
門
・
公
益
認
定
等

委
員
会
事
務
局
）

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

　
　
　
　

▼
東
映（
株
）村
松
氏
来
局

二
十
七
日
▼
井
上
春
生
氏（
映
画
）来
局

　
　
　
　

▼
オ
メ
ガ
コ
ム
来
局

　
　
　
　

▼�

藤
谷
光
信
議
員
秘
書
脊
尾

氏
来
局

二
十
八
日
▼�

首
都
圏
記
者
・
懇
談
会
出

席
（
本
願
寺
築
地
別
院
）

　
　
　
　

▼�

全
日
本
仏
教
会
関
西
支
局

運
営
委
員
会
・
局
内
会
議

（
京
都 

春
神
）

二
十
九
日
▼�

第
二
回
社
会
人
権
審
議
会

　
　
　
　

▼�

第
三
十
一
回
全
国
仏
教
保

育
福
岡
大
会
出
席
（
筑
紫

女
学
園
中
学
・
高
等
学
校
）

　
　
　
　

▼�

第
四
十
一
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
栃
木
大
会
実
行
委

員
会
出
席
（
宇
都
宮
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　
　
　

▼
日
本
財
団
中
川
氏
来
局

　
　
　
　

▼
Ｊ
Ｔ
Ｂ
来
局

　
　
　
　

▼�

プ
ー
ケ
ッ
ト
日
本
人
会
大

野
副
会
長
来
局

三
十
日
▼
民
主
党
朝
賀
氏
来
局

　
　
　

▼
中
外
日
報
来
局

　
　
　

▼�

全
国
宗
教
用
具
協
同
組
合
川

本
氏
来
局

　
　
　

▼
Ｊ
Ｔ
Ｂ
来
局

　八
月
（
一
日
〜
十
日
）

二
日
▼�

念
法
眞
教
立
教
八
十
五
周
年
記

念
法
要
参
列（
総
本
山
金
剛
寺
）

　
　

▼�

全
日
本
仏
教
会
会
長
・
副
会
長　

懇
談
会
（
妙
心
寺
）

　
　

▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
下
見
（
秋

葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

三
日
▼
井
上
氏
・
原
氏
来
局

　
　

▼
参
議
院
議
員
会
館
訪
問

四
日
▼�

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
出
席

（
比
叡
山
延
暦
寺
）

五
日
▼
第
二
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会

六
日
▼�

Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席
（
庭

野
平
和
財
団
）

　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

　
　

▼
野
村
証
券
来
局

九
日
▼
局
内
会
議

　
　

▼
オ
メ
ガ
コ
ム
来
局

十
日
▼�

首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
に
つ
い
て
の
要
請
文
を

福
山
哲
郎
内
閣
官
房
副
長
官
に

手
交
（
首
相
官
邸
）

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士　長
谷川正浩弁護士の、
無料法律相談を毎月
第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。
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大会テーマ　慈悲の心「社会参加仏教」

第１日目　11月９日㈫　12時受付開始
会　　場　宇都宮グランドホテル
開会式・シンポジウム・加盟団体代表者会議・交流懇親会
※�シンポジウム「社会参加仏教の課題と展望」には、どなたでもご
参加が可能です。是非ご参加下さい。（参加費 2,000円）

第２日目　11月10日㈬　９時15分受付開始
会　　場　宇都宮市文化会館大ホール
記念式典・特別講演（講師　瀬戸内寂聴）
　　　　　記念講演（講師　船村 徹）

オプショナルツアー「世界遺産・日光輪王寺」
（９月30日までに下記事務局にお申し込み下さい）

主　催　財団法人 全日本仏教会 栃木県仏教会

お問い合わせ
第41回全日本仏教徒会議栃木大会事務局
電話 028-635-3551　FAX 028-635-3553
他、詳細は全日本仏教会ホームページをご覧下さい。

WFB創立60周年記念祝典
第25回世界仏教徒会議

スリランカ大会記念ツアー参加者募集
■ご旅行期日　平成22年11月15日㈪〜11月20日㈯（4泊6日）
■ご旅行代金　お一人様　177,000円
・空港税、燃油サーチャージ（約15,700円）が別途かかります。
■募 集 人 員　成田発30名様（最小催行15名）
■参 加 資 格　全日本仏教会加盟団体関係者
■ご利用予定ホテル：
　コロンボ／コロンボヒルトン
　ダンブラ／ヘリタンスカンダラマ
■利用航空会社：スリランカ航空
■申込み締め切り日：10月8日㈮
　　　　　　　　　　（ただし、定員になり次第締切）

お問い合わせ・お申し込み先　全日本仏教会
TEL　03−3437−9275
FAX　03−3437−3260
旅行に関する詳細は全日本仏教会ホームページをご覧下さい。
（http://www.jbf.ne.jp/）
企　　画：財団法人　全日本仏教会
旅行取扱：JTB法人東京第一事業部

第41回 全日本仏教徒会議 栃木大会開催要項

主な訪問先と参加行事（予定）
◦WFB創立60周年記念祝典
◦聖地キャンディ（世界遺産）
　（キャンディ湖、仏歯寺など）
◦シギリヤロック（世界遺産）
◦古代仏教都市ポロンナルワ（世界遺産）
　（宮殿跡、涅槃像など）
◦ダンブラ石窟寺院（世界遺産）
◦コロンボ市内観光

ダンブラ石窟寺院


